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酸性土壌地帯並に石灰岩土壌地帯に於ける

雑草の群落生態学的研究(第2報)掌

清 水 正 元

The synecological investigation of weeds in 

    acid-soil and limestone region. II 

          Masamoto Shimizu

緒 言

本調査地の様な地質系統の低収量地帯は一般に農耕地 としての開拓は勿論,特 に夏秋期

に於ける採草,放 牧地 としての開発が期待されている.近 時農業の有畜化につれて,其 の

草生改良は極めて緊要な問題 となつて来た.

故に本報に於ては特にかかる意味もあわせ考えて調査を試みた.即 ち先ず未耕地(原 野)

の植物群落を精査し,そ の開墾作業即ち人為的な環境の破壊作用に伴 う群落の遷移を見,

共間特に土壌の酸度及び肥沃度のEか ら其等植物の性質を明かにしようとした.

本調査は前報22)と同じ方法により,大 体同一一地域に就いて1948年8月 から 同年10月 中

旬にかけて行つたものである.

本稿を公にするにあた り懇篤なる御指導を賜つた小島教授 及び 研究 ヒ種々の御援助を戴

いた2・4-D普 及会に対し厚 く感謝の意を表する.

調 査 結 果

(1)雑 草 概 観:全 調 査 地 の羊 歯 植 物 以 上 の 雑 草 は55科230種 に 及 び そ の うち 禾木 科,

菊 科,荳科,莎 草 科,玄 参 科,大 戟科 の雑 草 が 多 く,春 期22)多 か つ た毛莨 科 の雑 草 は極 め

て少 ない.各 調 査 地 別 に これ 等雑 草 に つ き,種 数 及 び主 な る雑 草 名 を 記 す と第1～ 第3表

の通 りで あ る.

(2)未 耕 地 の雑 草 群 落:未 耕 地 の土 壌 は 一 般 に地 味痔 薄 で 酸 性 強 く,燐 酸 分 が 欠 乏 し其

植 生 も熟 畑 とは 大 分 趣 を 異に し てい る.即 ち未耕 地 の雑 草 群 落 を 構 成 す る もの は,約43科

131種 に 及 び 其主 な る もの は,ス ス キ,ヤ ハ ズ ソ ウ,ア レチ ノ ギ ク,ヒ メム カ シ ヨモ ギ,

ヨモ ギ,チ ガヤ,コ マ ツ ナ ギ,ト ダ シ バ,ゴ キ ダ ケ,オ カ ル ガ ヤ,メ カ ル ガ ヤ,ギ ヨウ ギ

シ バ,カ ワ ラ ケツ メ イ,ス ズ メ ノ ヒエ,ク ズ,コ ウ ゾ リナ,ミ シ マサ イ コ,ツ リガ ネ ニ ン

ジ ン等 に して,禾 木 科,菊 科,荳科 に 其 種 類 が 多 い.

*日 本作物学会(1951年2月24日)要 旨講演 文部省科学試験研究費に よる研究 の一部.



第1表.酸 性土壌及び石灰岩土壌地帯未耕地に於ける雑草群落.

備 考.本 表 以 後 に 用 い た記 号は 次 の 通 りで あ る.1.K.,慨 存 度.D.,平 均 被 度.2.生 活

形 の 符 号はRaunkiaer21')に 従 つた.即 ちN.,Nanophanerophytes－灌 木,Li.,

Lianes－攀 縁 植 物,H,,Hemicryptophytes一 半地 申植 物,G.,Geophytes一 地 中植

物,THs.,Summer-annualplants一 夏 期 一 年 生 植 物,THw.,Winter-annual

plants‐ 冬 期 一年 生 植 物.3。y1置 換 酸 度.



土 性 別 に み る と,一 般 に酸 性 土 壌 地 帯 の群 落 は,ス スキ,ヤ ハ ズ ソウを 優 占種 と し,そ

れ に チ ガ ヤ,ヨ モ ギ,ア レチ ノギ ク,ヒ メ ム カシ ヨモ ギ,コ マ ツ ナ ギ,ゴ キ グ ケ,カ ワラ

ケ ツ メ イ,ワ ラ ビ,ス ズ メ ノヒヱ,コ シ ダ,ウ ラ ジ ロ,等 に よつ て構 成 され て い る.一 方

石 灰 岩 土 壌地 帯 は,ス スキ,コ マ ツ ナ ギ を優 占種 とし トダ シ バ,オ カ ル カ ヤ,ゴ キ グ ケ,

チ ガ ヤ,ネ コ ハ ギ,エ ノコ ログサ,コ ウ ゾ リナ,ヨ モ ギ,ミ シ マ サ イ コ,ツ リガ ネ ニ ン ジ

ン等 で組 成 され た 群 落 とな つ て い る.即 ち ヤ ハ ズ ソウ,カ ワ ラケ ツ メイ は 酸性 土 壌地 帯

に,オ カ ル カヤ,ネ コ ハ ギ,エ ノコ ログサ,コ ウ ゾ リナは 石 灰 岩 土 壌 地 帯 に 多 い.爾 チ ガ

ヤ は酸 性 土壌 地 帯 に,ト ダ シ バは 石 灰 岩 土 壌 地 帯 に幾 分 多い 様 で あ る(第1表)・

(3)開 墾地 の 雑 草 群 落:こ こに言 う開 墾 地 とは 開 墾 後5年 以 内の極新 しい 畑 で,未 耕 地

に比 し幾 分 地 味 も肥 え,土 壌 の物 理 性 も よ くなつ て来 ては い るが,熟 畑 に 比 し未 だ 未 熟 で,

一般 に酸 素 ,燐 酸 及 び 置換 石 灰 に 欠 乏 して 土 壌 の 酸 度 が 強 い.為 に 栽 培 され て い る作 物 も

大 部 分 が 甘 藷 で其 他 に 陸稲,里 芋,ソ バ等 の数 種 に す ぎな い 状 態 で あ る.其 の中に 生 じ て

い る雑 草 に は メ ヒシ バ が断 然 多 く,其 他 に ヨモ ギ,ツ ユ クサ,イ ヌ タデ,ヒ メ ム カ シ ヨモ

ギ,ア レチ ノギ ク,エ ノキ グ サ,エ ノ コ ログサ,チ ガ ヤ等 が両 地 帯 に 共 通 的 に 多 い.然 し

第2表 に 見 る様 に ヤ ハ ズ ソウ,カ タバ ミ,コ ゴ メ ガヤ ツ リ,ザ ク ロソ ウ,コ ニ シ キ ソウ,

カ ヤ ツ リグサ,カ ワラ ケ ツ メ イ,コ ヒル ガオ,コ ミ カ ン ソ ウ等 は酸 性 土壌 地 帯 に,ヌ カ キ

ビ,キ ン エ ノ コ ・は 石 灰 岩 土 壌 地 帯 に幾 分 多 い.叉 木葉 山 山麓 の 石 灰 岩 砂 礫中 に は イ ヌ ド

クサ が 特 に 多か つ た(第2表)。

(4)熟 畑 の 雑 草 群 落:熟 畑 は地 味 が最 も肥沃 で,酸 度 も弱 く微 酸性 ～中性 で あ る.

雑草 は 開 墾 地 同様 一 般 的 に メ ヒシ バ の繁 茂 が最 も大 き く,其 外 に は ツユ クサ,ヨ モ ギ,

コ ミカ ン ソウ,エ ノコ ログ サ,ト キ ン ソ ウ,イ ヌ タデ,ヒ メ ミカ ン ソ ウ,エ ノキ グ サ等 が ,

両 地 帯 共 に よ く出 現 す る.し か し土 性 別 に 見 る と,コ ミカ ン ソ ウ,コ ゴ メ ガヤ ツ リ,タ カ

サ ブ ロウ,ス ベ リヒユ,チ ョウ ジ タデ,カ ヤ ツ リグ サ,ヒ デ リコ,ザ ク ロ ソウ,ニ シ キ ソ

ウ,ア オ ビユ,コ ニ シ キ ソウ等 は 酸 性 土 壌 地 帯 に,ク ワ クサ,ツ ル ポ,エ ノコ ログ サ,カ

ラ ス ビシ ヤ ク,ヌ カ キ ビは 石灰岩土 壌 地 帯 に 好 ん で 繁 茂 す る(第3表).

以 上 耕 地 の雑 草は40科132種 に 達 し,共 中 で禾 本 科 が27種 で断 然 多 く次 い で菊 科18

種,登 科,拶 草 科 が 夫 々11種,玄 参 科10種,大 戟 科6種 となつ て い る.

論 議

土 壌 酸度 と雑 草分 布:未 耕 地 か ら耕 地 にか け て通 覧 す るに,ヤ ハ ズ ソウ,カ ワ ラ ケ ツ メ

ィ,ス ズ メ ノ ヒエ,コ シ ダ,ウ ラ ジ ロ,ス ギナ,カ タバ ミ,コ ゴ メ ガヤ ツ リ,カ ヤ ツ リ

グサ,ザ ク ロ ソウ,コ ミカ ン ソウ,コ ニシ キ ソウ,ニ シ キ ソウ,ス ベ リ ヒユ,コ ヒル ガ

オ,チ ョウ ジ タヂ,ヒ デ リコ等 は 酸 性 土壌 地 帯 に,オ カ ル ガヤ,ネ コハ ギ,エ ノコ ログサ ,

ヌ カキ ビ,コ ウ ゾ リナ,ク ワ クサ,ツ ル ポ,カ ラ スビ シ ヤ ク,イ ヌ ドクサ 等 は 石灰 岩土 壌

地 帯 に 多 く見 受 け られ る.し か し ス ス キ,*チ ガ ヤ,ア レチ ノギ ク,ヒ メム カ シ ヨモ ギ,

*メ ヒシ バ
,イ ヌ タデ,ク ズ,ツ ユ クサ,ヨ モ ギ,† トダ シバ,キ ツ ネ ノマ ゴ等 は,両 地

*幾 分酸 性土壌地帯 に多 く
,† 幾分石灰岩土壌地帯 に多い.



第2表,酸 性土壌及び石灰岩土壌地帯開墾地に於ける雑草群落.



第3表.酸 性土壌及び石灰岩土壌地帯熟畑に於ける雑草群落.



帯 共 に 出現 す る極 め て恒 布 性 の雑 草 で あ る.又 羊 歯 植 物 中,シ シ ガ シ ラ,コ シ ダ,ウ ラ ジ

ロ等 は石 灰 岩 土 壌 地 帯 には 殆 ん ど認 め られ な いが,ホ シ ダ は む しろ石 灰 岩 土 壌 を好 ん で生

育 す る傾 向が あ る.3Z,イ ヌ ドクサは 好 ん で砂 礫 質 の土 地 に生 え る もの で1'1),特 に石 灰 を

好 む ものか ど うか は 疑 わ し いが 嫌 石 灰 植 物 で な い 事 は 想 像 され る.

以 上 の雑 草 中,強 酸性 土壌 や 石灰 岩 土 壌 に ス スキが 広 く分 布 す る事 に つ い て は 今迄 に 報

告H・19・22・26)を見 る通 りで あ る.叉 メ ヒシ バが 瀕 海 地帯16,13)石 灰 岩 地 帯 及び 石 灰 分 の 少 な い

強 酸 性 の土 壌 に よ く繁 茂 す る13,19・21・22L原因 に 就 い ては 既 に報 告 した と ころ で あ る25)ヤハ

ズ ソウが 酸性 土壌 に 多 く2・9・22・23・20石灰 岩 土 壌 に 少 な い'lli)のは,本 種 が 土 壌 中 石 灰 一:に対

す る適 応 力 が メ ヒシバ 程大 き くな い(石 灰 含 量1%以 上 に あ る と非 常 に 生 育 が 悪 くな るつ

為 で あ ろ う.

コ ニ シ キ ソウ,カ タバ ミ,カ ヤ ツ リグサ,コ ゴ メ ガ ヤ ツ リ,ニ ワホ コ リ等 は草 下 氏to)に

よれ ば土 壌 中 に石 灰 分 が 少 な い と増 加 す る と云 う.又 同 氏 は スベ リヒユ を加 里,石 灰 の 多

量 を好 まぬ雑 草 と云 つ て い る.1の

両 地 帯 に広 く出現 した イヌ タ デは,メ ヒシ バ と共 に 土 壌 酸 度 に 抵 抗 性 の極 め て強 い植 物

と思 わ れ る†.

石 灰 岩 土 壌 に 多 い 雑 草 中 エ ノコ ログ サ,エ ノキ グ サ,カ ラ ス ビシ ヤ クは 筆 者 の別 の調 査

に よれ ば,pH6以 上 の とこ ろ に の み存 在 し,pH4代 の土 壌 には 生 育 し なか つ た.†

土 壌 の熟 度 と雑 草 分 布:未 耕 地 か ら熟 畑へ と土 壌 熟 化 の 増 進 に伴 う雑 草 群 落 の変 化 を 見

る と,ヤ ハ ズ ソウ,ア レチ ノギ ク,ヒ メ ム カシ ヨモ ギ,ス スキ,チ ガ ヤ,ク ズ,ト グ シ

バ,カ ワラ ケ ツ メィ,ス ズ メ ノ ヒエ,コ ウ ゾ リナ等 は 地 味 瘡 薄 な未 耕 地 に 多 く,開 墾地 か

ら熱 畑 へ と減 少 して い る.一 方 メ ヒシ バ,ヨ モ ギ,ツ ユ クサ,エ ノコ ログ サ,カ ヤ ツ リグ

第4表.表 耕地か ら黙田へ の雑草群落の遷 移.

*本 事項に就 いては詳細を後で発表の予定.

†此問題に関 しては詳細 を後で発表の予定,



サ,コ ゴ メ ガヤ ツ リ,エ ノキ グサ,ザ ク ロ ソウ,ク ワ クサ,タ カサ ブ ロウ,ス ベ リヒユ,

コ ミカ ン ソウ,コ ニ シキ ソウ等 は 未 耕 地 に 少 い が,土 壌 の熟 化 に つ れ て増 加 して い る こ

とが 認 め られ る(第4表).

斯 か る変 化 は 土 地 の熟 化 と云 う …つ の原 因 のみ に 由来 す るの で な い事 は 勿 論 で あ るが,

此 点に つ い て特 に土 壌 養 分 との 関係 の上 か ら二三 の雑 草 に つ い て考 え て 見 た い と思 う.

メ ヒシ バが 極 め て うる さ い畑 地 や 芝 生 の雑 草 であ る事 は 洋 の東 西 を問 わ な い .2,3,4,5,6,7,8,9

1〔1'14・17・19・20・27・28'30之は メ ヒシ バが 種子 の散 布 等 に 於 て 人間 と或 るつ な が りを もつ て い るの

で は な い か と想 像 され るが,一 方 本 種 が 肥料 分 に対 して極 め て能 動 的 で あ る事)が 一 原 因

で あ ろ う.

スベ リヒユが 未 耕 地,開 墾地 に は 出現 せ ず,畑 地 に な つ て 始 め て 出現 す るの は,本 種 が

肥料 に対 す る要 求度 の 高 い 雑 草 で あ る10)為で あ ろ う.叉 草 下 氏1のは スベ リ ヒユ は 窒 素 と燐

酸 に関 し て,カ ヤ ツ リグ サ,ク ワ クサ は 燐 酸 に つ い て 施 用 量 と共 に 生 育 量 が 増 加 す る と云

つ て い る.

何 れ に して も土地 の 熟 化 に 伴 つ て出現 して来 る雑 草 は 栄 養 的 に贅 沢 な雑 草 に ち が い な い

と思 わ れ る.

叉耕 作 作 業 に 伴 う雑 草 生 活 形 組 成 の変 化 を表 示 す れ ば 第5表 の通 りで あ る.即 ち開 墾 が

進 む に つ れ て 灌 木(N),禁 縁 植 物(Li),半 地 地rr:植 物(H),及 び 地 申植 物(G)の 様

な 多年 生 植 物 が減 少 して ・一・年 性 植 物(THs,THw)が 増 加 す る.こ の現 象 は 既 に しば し

ば 述 べ られ た と こ7)で あ るが,2,15,22)一・116`は ヤ ハ ズ ソウ,ア レチ ノ ギ ク,ヒ メム カ シ ヨモ

ギ,カ ワ ラ ケ ツ メ イの様 に耕 作 作業 の進 む に つ れ て 減 少 す る 一年 生 植 物 もあ る事 は 注 目す

べ き事 で あ る と思 う.

第5表.耕 作作業に伴 う雑草生 活形組成の変化,

/'/..f一の様に土壌の酸度の点からも,土 壌の熟度の点からも叉は植物の環境 としての安定

度(開 墾の有無,程 度)か らしても生育する雑草の 種類及び群落構造 は定められているも

のである.さ れば草生改良のため,在 来の原野共のままの状態に於て飼料作物を導入して

失敗に了ることの当然さを之等の研究より吾 人は理解出来 る.

春期の雑草群落と夏秋期のそれとの比較:

夏秋期の雑草群落を春期22)のそれ と比較考察すると,未 耕地ではその大部分が多年性雑

草である為にその群落組成は春 と夏秋期とで殆んど差が認められないが,夏 秋期になると
一年生植物のヤハズソウ,カ ワラケツメイの繁茂が目立つて来 る.而 してこの事実は此等

荳科植物が,空 中窒素を固定する事並びに禾本科共他の雑草と共に家畜の飼料 とな り,緑



肥となる点に於て未耕地の開発上重要な示唆を支えるものである.

開墾地,熟 畑に於ては夏秋期には,禾 本科及び莎草科の雑草の繁茂が著しいが,春 はノ

ゲシ,ハ コベ,ヤ エムグラ,ナ ズナ,ミ ミナグサ,イ ヌノフグ リ等禾本科以外の雑草が夏

秋期に比して非常に多い.此 の点は雑草駆除上大いに注目すべき点である.

摘 要

(1)夏 秋期に於ける雑草で酸性土壌若 くは石灰岩土壌を特に好んで生育すると思われも

のをあげると次表の通 りである.

(2)夏 秋期に於ける未耕地,開 墾地,熟 畑の主なる雑草をあげると次表の如くである.



(3)未 耕地が次第に熟畑化するにつれて,一 年生雑草の割合が多 くなる.
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 Summary 

1. The following species of plants found in the summer-autumnal season 

   seemed to grow preferably on acid soil region as well as on limestone 

   regions.

Kurmmerowia stipu-
 lacea Makino 

Cassia nomame Honda 

Paspalum Thunbergii 
 Kunth 

Dicranopteris dicho-
 t oma Bernh. 

D. glauca Robinson

Digitaria sanguinalis 
 Scopoli var. ciliaris 

 Doell 

Cyperus Iria L. 

C. microiria Steud. 

Mollugo stricta L. 

Chamaesyce maculata 
 Small 

Oxalis corniculata L. 

Calystegia hedaracea 
 Wall. 

Phyllanthus Urinaria 
  L.

Digitaria sanguinalis 
 Scopoli var. ciliaris 

 Doell 

Cyperus Iria L. 

Mollugo stricta L. 
Phyllanthus Urinaria 

 L. 

Chamaesyce maculata 
 Small 

C. humifusa Prokha-
  nov var. pilosa Hara 

Portulaca oleracea L. 

Ludwigia prostrata 
  Roxb. 

Fimbristylis miliacea 
Vahl.

Cymbopogon 
  Goeringii Honda 

Picris hieracioides L. 
 subsp. ja ponica 

     Handel-Mazzetti 

Lespedeza pilosa 
 Sieb. et Zucc. 

Setaria viridis Beauv.

Setaria viridis Beauv. 

Panicum bisulcatum 
 Thunb.

Setaria viridis Beauv. 

Fatoua villosa Nakai 

Panicum bisulcatum 
 Thunb. 

Pinellia ternata 
 Breitenb. 

Scilla scilloides Druce

2. The chief species of weeds found on the waste, reclaimed and farm lands 

   were as follows.

Kummerowia stipulacea Makino 

Erigeron linifolius Willd. 

E. Canadensis L. 

Miscanthus sinensis Anders. 
Imperata cylindrica Beauv. 

   var. Koenigii Durand et Schinz



Arundinella hirta Tanaka 
   var. ciliata Koidzumi 

Cassia nomame Honda 

Pueraria Thunbergiana. Benth. 

Picris hieracioides L. 
   subsp. japonica Handel-Mazzetti 

Paspalum Thumbergii Kunth 

Digitaria sanguinalis Scop. 
   var.  ciliaris Doell 

Artemisia asiatica Nakai 

Commelina communis L. 

Setaria vividis Beauv. 

Cyperus microiria Steud. 

C. Iria L. 

Persicaria longiseta Kitagawa 

Acalypha australis L. 
Phyllanthus Urinaria L. 

Fatoua villosa Nakai 

Chamaesyce maculata Small 

Euxolus caudatus Moq. 

Centipeda minima 0. Kuntze 
Mollugo stricta L. 

Phyllanthus Matsumurae Hayata 

Eclipta alba IIassk. 

Portulaca oleracea L. 
Euphorbia humifusa Willd.

3. In proportion to the change of the waste land to the farm land the percen-

   tage of the therophytes increased. 
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